






















 研究科・専攻  東北大学大学院経済学研究科(博士課程後期3年の課程)
経済学専攻
 論文題目機械論草稿と剰余価値論の形成
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 論文内容の要旨
 本稿は、『186!-63年草稿』における機械論草稿を中心に検討し、そこでのマルクスの理論的進
 展が、『資本論』の剰余価値論の形成にいかに寄与したのかを明らかにしょうとするものである。
 『!857-58年草稿』段階と『資本論』段階とでは、マルクスの理論的な到達に差があるのは当然
 であろうが、この両者を媒介する位置にあるのが『1861-63年草稿』である。『1857-58年草稿』と
 『資本論』との間に『186!-63年草稿』を取り入れることで、『1857-58年草稿』と『資本論』とを
 直接には結ぶことが出来ない論点を、理解することができると思われる。
 従来から『!86!-63年草稿』においては、『剰余価値学説史』が最も利用されてきた文献である
 が、本稿で取り上げるのは『1861-63年草稿』のうちの機械論草稿である。
 『1857-58年草稿』では、機械による生産、機械制大工業への分析は、いまだ十分ではない。そ
 れはマルクス自身が自覚したと思われる問題であり、「!861-63年草稿』での機械論草稿を中心に
 して.その課題が一定果たされていくことになる。
 機械制大工業は資本主義的生産様式の基軸を成すものであるが、剰余価値論はまた、そうした機
 械制大工業への分析抜きには、いわば特殊歴史的な資本主義的生産に視野を定めた剰余価値論とは
 ならない。その資本主義的生産において基軸となる機械制大工業への分析が不可欠である。機械論
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 第3節工場法分析の導入、機械制大工業の分析と労働者の獲得する「自由時間」
 (1)「工場監督官報告書』(ロバート・ベイカー)からの引用
 (2)機械論草稿における交差点規定と労働日の短縮化一工場法分析に基づく労働強度と労働日
 との関連把握一
 (3)小活
 第4節「資本論』(第1部、初版)剰余価値論での「自由時間」論
 (!)「自由時間」論の第2の視角・
 (2)「自由時間」論の第美の視角(『資本論』初版第5章(2)(D))
 の
か
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 第1章では、「1857-58年草稿』での剰余価値論を概観し、絶対的および相対的剰余価値の概念
 規定とそこでの分析について、また特に資本による機械導入の問題の処理についての難点を取り上
 げた。そこでの問題は、資本の機械導入に伴う充用労働者数の減少のもとでの剰余価値の増加を、
 マルクスが考察していない点にあった。さらに「1857-58年草稿』での絶対的および相対的剰余価
 値の概念規定から『1861-63年草稿』「3相対的剰余価値」での絶対的および相対的剰余価値の概
 念規定とその基準の変容を検討した。『1857-58年草稿』での一資本の領有する価値生産量におけ
 る規定と同時的労働日における分析から、「!861-63年草稿』では・…一労働力の価値生産量における
 規定および個別の労働日における分析へと変容していく。
 第2章では.第1章での難点とした資本による機械導入の処理を、機械論草稿では事実上の特別
 剰余価値論の展開による個別資本の機械導入の動機の解明、さらにその機械による生産の普及が労
 働日の延長への資本の衝動およびそれを可能とする条件を形成するものとして把握され、その難点
 を解き明かしていることをみた。その労働日の延長は工場法による労働日の法的制限を招き、労働
 強度の増大という剰余価値生産の方法が重要になってくるが、機械論草稿では、主にこうした労働
 日の法的制限との関係において労働強度の増大について本格的に考察することになる。こうした労
 働の強度増大の検討は、それを絶対的および相対的剰余価値のいずれの剰余価値生産と規定するの
 かという点で、両者の概念区分の基準の問題に繋がっていることを述べた。従来の研究ではマルク
 スの理論形成において考察されていない問題として取り上げた。機械論草稿での労働強度の増大は、
 労働日との関連において展開され、それは自由時間論への言及といった労働日の延長との対照的な
 性格に焦点を当てられている。この点に着目して、「資本論』における絶対的および相対的剰余価
 値の概念区分の基準が、支出される労働の「量」ではなく労働日という「時間」に明確化している
 意味を示した。しかし、機械論草稿での労働強度論がもたらしたものはそれだけではない。すでに
 触れたが、これは自由時間論にも連なっていくのである。その点で、「1857-58年草稿』で展開さ
 れていた自由時間論にも、独自な貢献を果たすことになるのである。
 第3章では、第2章での労働強度論の展開が.「1857-58年草稿』の自由時間論に、新たな視角
 をもたらしたことに着目して、自由時間論の形成に与えた機械論草稿の意義を明らかにすることを
 試みた。従来の研究においては、『1857-58年草稿』と「剰余価値学説史』を踏まえているが、こ
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